
2016 年人権文化セミナー連続講座	
 

〜東京と関東の被差別部落フィールドワーク＆と場見学〜 
 

	
 NCC部落差別問題委員会では 2016年 5月、8月、11月、2017年 2月東京及び関東の被差別

部落フィールドワークを中心にすえた「2016年人権文化セミナー連続講座」を 4回にわたって

実施します。 

	
 この講座では、皮革産業に大きな役割を果たしている東京の 2 カ所の被差別部落の視察、そ

して、芝浦と場見学を通して、東京で部落差別問題を考えるきっかけにします。特に、江戸時

代や現代社会、私たちの暮らしにとって被差別部落が培ったと畜や皮革生産の経験や技術によ

って生産された肉、革、コラーゲン（膠、ゼラチン）などの素材が私たちの暮らしや文化に大

きな役割を果たしている事を理解し、現代の部落差別や職業差別を考え直す機会にしたいと企

画しました。また、今年度から「フィールドワーク・足尾鉱毒事件と被差別部落」も行ないま

す。 

	
 部落差別をなくすには差別の実態を踏まえた人権教育・啓発を推進することが必要です。連

続講座では、東京や関東の部落差別の実態を踏まえながら、部落差別とはどういった差別で、

どのようになくしていくのかを共に考えます。そして、NCC加盟団体をはじめ広くキリスト教

会やキリスト教学校などでの人権教育・啓発のとりくみを推進することに役立てるために下記

の要領で開催します。 

記 
第１回・東京・浅草の被差別部落フィールドワーク	
 

日時	
 2016年 5 月 21 日（土）10時〜15時 

場所	
 東京都人権プラザ 2階（東京都台東区橋場１丁目１−６） 

参加費	
 1.000円 

内容	
 第 1部・「浅草の被差別部落フィールドワークについて」 

	
 	
 	
 	
 ＊近世と現代社会の皮革生産と長吏頭・弾左衛門、その社会的文化的意義を考える 

	
 	
 	
 第２部・「フィールドワーク・浅草の被差別部落」 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 案内・水野松男（NCC部落差別問題委員会/日本基督教団） 

	
 

第 2 回・食肉市場・と場、お肉の情報館見学＆と場労働者との交流	
 

日時	
 2016年 8 月 22 日（月）13時〜16時	
 集合 AVルーム 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  23 日（火）8時 15分〜16時 9F 第一会議室 

場所	
 東京都中央卸売市場食肉市場・芝浦と場及びお肉の情報館（港区港南 2－7－19） 



参加費	
 2.000円 

内容   8/22	
 食肉市場、お肉の情報館見学＆と場労働者との交流 

	
 	
  	
 8/23	
 芝浦と場見学＆と場労働者との交流 

	
 	
 お話	
 高城順さん（全芝浦屠場労働組合/部落解放同盟東京都連合会品川支部）	
 

＊ 参照：http://www.shijou.metro.tokyo.jp/syokuniku/rekisi_keihatu_03_01.html	
 

	
 

第 3 回・東京・墨田区の被差別部落フィールドワーク  
日時	
 2016年 11 月 12 日（土）午前 9時 30分〜13時 

集合場所	
 午前 9時 30分	
 京成線	
 八広駅	
 ２階改札 

場所	
 産業・教育資料室 きねがわ（〒131-0042	
 東京都墨田区東墨田 2-12-9） 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
              東墨田会館 2階 (TEL03－3617－9004) 

	
 ＊参照：	
 http://kinegawa.web.fc2.com/ 

参加費	
 1000円 

内容	
 ①フィールドワーク 1（関東大震災時韓国・朝鮮人殉難者追悼の碑） 

	
 	
 	
 	
 案内	
 岩田明夫さん（東京都同和教育研究協議会元会長/木下川資料運営委員会） 

	
 	
 	
 	
 お話 西崎雅夫さん（関東大震災時に虐殺された朝鮮人の遺骨を発掘し追悼する会） 

②ビデオ上映「木下川の皮革工場をみるー皮を革に変える―」企画	
 木下川資料委員会 

	
 お話「革のまち	
 木下川と教育」 

	
 見学「産業・教育資料室 きねがわ」 

	
 	
 	
 お話と案内・岩田明夫さん（東京都同和教育研究協議会元会長/木下川資料運営委員会） 

③フィールドワーク 2	
 「地域を歩く」  

	
 	
 	
 お話と案内・部落解放同盟東京都連合会墨田支部 

 

第 4回・フィールドワーク・足尾鉱毒事件と被差別部落  
日時	
 2017年 2 月 18 日（土）午前 10時 00分〜16時 10分 

集合場所	
 午前 10時	
 東武伊勢崎線	
 館林駅	
 東口改札 

企画の趣旨	
 足尾鉱毒事件とは、古河市兵衛経営の足尾銅山(現・古河機械金属株式会社)から流

出した鉱毒が原因で，1880年代後半から渡良瀬川沿岸の農地が汚染された公害(鉱毒)事件です。

これにより流域の群馬県側と栃木県側の被差別部落も被害にあいました。被差別部落は近世社

会では皮革や膠の生産を行ない、武具・馬具や地域の伝統工芸品の生産に大きな役割を果たし

ました。渡良瀬川流域の被差別部落は、渡良瀬川の氾濫や足尾銅山の鉱毒によって被害を一番、

最初に受けてきました。 

	
 学習会では、現地で足尾鉱毒事件の鉱毒根絶に取り組む安田耕一さん（渡良瀬川鉱毒根絶太



田期成同盟会・常任委員）のお話しと案内で、①旧谷中村跡、②佐野市立郷土博物館、③鉱毒

根絶祈念の碑、④太田市足尾鉱毒展示資料室の見学を通して、足尾鉱毒事件、田中正造の役割

と意義、現在も続く鉱毒事件の根本的解決への取り組み、キリスト教との関わり、部落差別撤

廃の課題について学びを深めます。 

	
 日程 

10：00	
 東武伊勢崎線・館林駅	
 集合 

10：30	
 谷中村跡	
 着	
 渡良瀬遊水池 

11：10	
 谷中村跡	
 発 

	
 	
 	
   ＊渡良瀬川流域の被差別部落の視察 

12：10	
 佐野市立郷土博物館	
 着	
 （展示見学と講演） 

	
 	
 	
 	
 お話「足尾鉱毒事件と被差別部落」（仮） 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 講師	
 安田耕一（渡良瀬川鉱毒根絶太田期成同盟会・常任委員） 

13：45	
 佐野市郷土博物館	
 発 

14：25	
 渡良瀬川鉱毒根絶の碑	
 着	
 見学 

14：40	
 渡良瀬川鉱毒根絶の碑	
 発 

15：00	
 太田市足尾鉱毒展示資料室	
 着 

15：30	
 太田市足尾鉱毒展示資料室	
 発	
 	
 ＊途中、東武伊勢崎線太田駅で下車可能 

16：10	
 館林駅	
 着 

++++++++++++++++++++++++（申し込み等）++++++++++++++++++++++++++++++++ 

1.	
 定員	
 第 1回から第 3回	
 20人、第 4回	
 10人	
  

2.	
 申し込み	
 下記の申込書にご記入の上、Eメール又は FAXで NCC部落差別   

               問題委員会へご返信ください。（先着順・事前申し込み制） 

	
 	
 申し込み書・送付先	
 Eメール	
 nccbdic@gmail.com 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  	
 	
 FAX	
 03-6666-8766	
 
3.	
 参考図書	
 「東京の部落問題入門」~部落に生きる部落と出会う~(解放書店)800 円  

4.	
 主催	
 NCC日本キリスト教協議会 部落差別問題委員会	
 江東区東陽 2-3-1-216	
 	
  

    共催	
 NCC教育部	
 日本バプテスト連盟 部落問題特別委員会 

	
 	
 後援	
 全国キリスト教学校人権教育研究協議会	
  

-------------------------------（申込書）-------------------------------- 

名前	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 所属	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

住所	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 連絡先	
 電話	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 メール	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  


